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h＝一之互．の分母B＋Pは，Bに対してρはぎわめて
　　B十ρ

小さいので・々〒一響として近脚こ計凱て磋支
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え
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　最も簡単な測定の方法としては次のようにすればよ，

い。すなわち1，皿，皿，3個の高さの既知の点を基準

とし，各点問の高程差を求める。同時にそれぞれ各既知

点問の視差差を測定して視差差1mm当りの高さを算出

し，平均値を求める。この視差差1mm当りの高程を基

準点と各観測点との問の視差差に乗ずれば所求の高低差

が得られる。

　第3図は視差差から簡単に高低を求める図表で両対数

方眼の縦軸に高さをとり，横軸に視差差をと？た。図表

の用い方は観測に用いられる一対の空中写真を標定し，

高さ既知の基準点間の高低差と視差差のそれぞれの価の

交点をとり，その交点を過ぎつて左45。さ力勤の斜線を

引く。この斜線は標定された実体模像中の数多の観測点

の視葎差と高さの関係を表わす線で，これにより測定さ

れた視差差は直ちに高低差として求めることができる。

ただ中部山岳地帯のように壮年期に解析されて，起伏の

きわめて多い所では一対の実体模像の中で高低差が数百

mにも達することがあり，そのような所ではこの図表は

用いられない。この図表の利用は高低差200m位までが
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るか，別の図表（第4図）によつて求める。

4。，地質調査への応用

地質図調製に当つて空中写真を用いてMappingする

場合，岩石の変化による地形的特徴は地上を歩いて観察

するよりも発見し易い。それらの特徴は分析し，系統的に

集成して写真地質調査を行なううえに重要な役割をする。

写真地質調査は写真がありさえすればできるというも¢）
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である。その利用の仕方にっいて次の例によつて説明す
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　例1　第5図のように岩質の硬軟によつて地形的特徴
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質による傾斜変換点を示しているとずる。一対の写真の

　じる　　ヤ　　し　　ず
　ヤ　　ヤ　ヤ　じ

？☆．

紹
　　、＼1、1
　　ノ　、日
　ロノ　　ノ　レ　し
　　ト・，父ノ1，l

zMX（wlV資3・
　、　し　』　㌧　1

庭≧嚢．

y
、
麟 も

卜一一一二一…旦兜

ド　　　　　　ニニヌぜ

　　　　　ズiA　r一一一一一マ
3
． ・＝　　　．z3F

第　5　図

実体模像中エn層が各所において明瞭に判定できるので，

この層をKey　bedとして各層までの鉛直間隔を測定．

し，傾斜角のCOSを乗ずれば各層の厚さを測定すること

ができる。測定の方法は実体模像中m層のα）に浮標AA！

を接地させ，次に（ロ）に浮標BBノを合せるためパララック

ススクリューを調節する。浮標BB！が（ロ）に接地した時

のパララックススケールを読み第3図によつて高さに換

算すればこれがα）一（・澗の高低差である。以下同様にし

て曾）一⑲　臼）一目問の高低差を求める。ただしこの場合

α）一（ロ）・臼）一⑲および臼）一目はほぼ平行に写真上に点を

取らなければならない。・

　例2　、岩石層は厚くなつたり薄くなつたりして一定で
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考慮に入れて用い方を工夫するならば相当の効果が期待

できよう。

5．　結　　び

　写真を用いて簡易に地質測定を行なうことに主眼を置

いたので，機械の構造や重さ等の点で多少難点もあり，

今後は重量を軽くすることに努めて改良し，写真上所求

（第13巻第3号）

の位置に容易に機械を移動できるようにしたい。なお利」

用の面についても使用回数を重ねることによつていろい

ろの利用方法も考えつくことと思う。一応ここに機械が

完成したので，今回はとりあえず機械の構造と1，2の

利用例につき記述し，大方の御批判を受けたく報告す

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和36年8月稿）
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